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《はじめに》                                                
超高齢社会が進む中、安心して楽しくすごせる地域社会を作るため、地域の「支え合い・助け

合いのシステムづくり」の取り組みが、全国各地で始まっています。清瀬市でも、「支え合う

きよせ委員会」が積極的に活動を開始しました。この取り組みは、個人で活動する市民をはじ

め、自治会・町内会・ＮＰＯ団体、介護サービス提供企業、病院や薬局、清瀬市役所等、あら

ゆる分野の「知恵」と「力」を合わせる必要があります。特に、地域活動に実績のある「地域

団体」等の、皆様のご協力なくしては実現することはできません。人が本来持っている「やさ

しさ」や「支え合い・助け合い」の気持ちを結集し、一緒に「健幸でともに支え合うまち清瀬」

を作りたいと思います。今回の「意見交換会」は、その第一ステップとして実施するものです。

「ざっくばらん」な意見交換をお願いします。 

✓ 65 歳以上の高齢化率 26.7％（3,392 万人） 

✓ 清瀬市は 27.7％（20692 人） ＊26 市で第 3 位 

✓ 平均寿命は男 79 才、女 86 才（健康寿命は男 70 才、女 73 才） 

✓ 後期高齢者 12.9％（1,641 万人） ＊ 清瀬市は 14.3%（10,689 人） 

✓ 認知症は 462 万人（65 歳以上の 7 人に 1 人） 2025 年には７００万人を突破？ 

✓ 2025 年問題➡団塊の世代約 800 万人が 75 歳以上（後期高齢者）に 

★ 介護保険だけでは限界 ➡ 地域に住む市民の力で、地域の「支え合い・助け合い」のしく

みをつくる事が必要。国は「地域包括ケアシステム」を提唱。  【別記１】 

◇ 高齢社会の主な状況                                                                                    

 

✓ 平成 12 年 介護保険制度がスタート（2000 年） 

✓ 平成 18 年 地域包括支援センターの設置 ➡ 清瀬市は現在 4 センター 

✓ 平成 26 年 サロン活動本格的にはじまる ➡ 現在 40 カ所（サロンマップ掲載分） 

✓ 平成 27 年  清瀬市生活支援・介護予防サービス提供主体等協議体設置 ＊研修会等開催 

✓ 平成 28 年 市民フォーラム開催 ➡ 約 100 名。愛称「支え合うきよせ委員会」決定 

✓ 平成 28 年 生活支援コーディネーター1 名配置（第 1 層） 

✓ 平成 2９年 日常生活支援総合事業 清瀬市住民主体型通所サービス（通所 B）本実施 

✓ 平成 2９年 生活支援コーディネーター3 名配置（第 2 層）10 月予定 

★ 地域における「支え合い・助け合い」の活動は、個人、自治会・町内会、老人会等で自主

的・個別的に行われている所もありますが、地域ぐるみで行っている所は少なく、後継者

等が課題となっています。また、介護サービス事業所、医療関係、清瀬市役所との連携が

一層必要となっています。 

◇ 今日までの主な取り組み                                                                                    

 

《意見交換会の進め方》                                                                                  

 
司会    田中副部会長 or 部会委員（書記） 

１．支え合うきよせ委員会あいさつ 阿久津委員長 

２．清瀬市あいさつ   関口地域包括ケア推進課長等 

３．自己紹介       ❶地域団体 ❷支え合うきよせ委員会 ❸清瀬市 

４．趣旨・目的、資料の説明  内田部会長 

５．活動の現状・課題等の報告 地域団体等 ＊各団体３分程度 

６．意見交換       ざっくばらんに 

７．まとめ・助言   鍵和田コーディネーター、清瀬市 

閉会挨拶    田中副部会長 or 部会委員 

 

- １ - 



 

- ２ - 

一、概要  清瀬市内 4 モデル地域で開催（各地域包括１ヵ所） ＜別紙＞                   

 対 象 地域団体 ➡  ❶自治会・町内会 ❷老人クラブ ❸サロンなど 

 日 時 8 月～9 月 90 分程度（挨拶 15 分、説明 15 分、意見交換等 60 分） 

 場 所 地域の集会場&老人いこいの家など ➡ 別途調整 

 地域団体 5～6 人?  ＊参加者名簿 ＜別紙＞ 

 主 催 者 ５人（委員長 1、部会長 1、副部会長、部会委員 1、SC1、清瀬市 1） 

 

二、趣旨・目的  「顔合わせ・気持ち合せ、そして力合せ」                           

 超高齢社会の現状、課題、取り組み等の認識を合わせる。 

 地域の「支え合い・助け合いのしくみづくり」を一緒に考える。 

 地域団体等の活動の現状・課題を把握 ➡ 可能な支援策を検討・実施する。 

 

三、地域団体の皆様にお聞きしたいこと                                        

 説明した「支え合い・助け合いのしくみづくり」についての質問・意見・感想。 

 地域団体等の活動の現状・課題 ➡ 困っていること、悩み、要望等。 

 支援してほしいこと ➡ 人・物・費用・場所など、なるべく具体的に。 

＊ 地域団体等の基本情報は ＜別紙＞ ❶団体名 ❷代表者 ❸地域 ❹人数 ❺活動内容等  

 

四、地域団体の皆様にお願いしたいこと                            

 今後も継続し連携を強めましょう。 ➡ 連絡網作成、日常的な意見交換、相談など 

 「支え合い・助け合い」のまちづくりに、可能な範囲で知恵と力を貸してください。 

 地域の高齢者の事で心配事等や把握していることがあれば、情報提供をお願いします。 

 

五、今後の活動                                                         

 第 1 ステップ（H29） 地域団体等との意見交換会の実施 モデル地域 4 ヵ所 

 第 2 ステップ（H29） 出された課題の検討・回答・実施。連携の継続・強化 

 第 3 ステップ（H30） モデル地域の拡大 

◆ 意見交換会について                                                                         

 

 正式名称：「清瀬市生活支援・介護予防サービス提供主体等協議体」 【別記２、３】 

 設置目的：生活支援・介護予防サービス事業体と連携し、地域の支え合い体制づくりによ 

り地域福祉の向上を図る。＊名称は違うが全国的に設置が進んでいます。 

◆ 「支え合うきよせ委員会」とは                                    

Sasaeau                                                                                     

 

 正式名称：「清瀬市生活支援コーディネーター」 【別記４】 

（地域支え合い推進委員ともいう。 

 設置目的：地域の支え合い体制づくりの推進を目的として、生活 支援・介護予防サービス 

      を担う事業主体の情報を集約又は提供し、事業主体間の連携した活動及び運営

に結び付けて福祉の向上を図れるようにする。 

◆ 「生活支援コーディネーター」とは                                 

Sasaeau                                                                                     

 



  

- 

３- 

【別記１】 
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●赤丸 

今回の意見交換会

対象地域団体です 

「支え合い・助け合いのまちづくり」のイメージ 

個人ボランティア 

・一人暮らし見守り 

・家事手伝い 

・通院付添い 

・買い物付添い 

・ゴミ出し 

・電球取換え 

・ＰＣ支援 

・施設ボラ・・・など 

有償ボランティア 

・社協：フレンドサービス 

・友遊：ミニデイ、PC、健康麻雀 

・ピッコロ：家事サポート 

・ピース：会員制サービス 

・悠々：移送サービス・・・など 

団体数：約１８０？ 

◆地域資源の分析パンフ参照 

クラブ数：２３ 

◆介護・サロンマップ参照 

サロン数：４０ 

医療マップ参照 

施設数：１２３（薬局含む） 

◆地域資源の分析パンフ参照 

◆介護予防事業 

・ハッピー噛むカム 

・能力アップ塾 

・脳トレ元気塾・・・など 

◆総合事業：デイサービス B 

◆介護・サロンマップ参照 

介護事業所数：７９ 

①清瀬市 ②信愛 ③社協 ④清雅 

◆民間等のサービス 

・シルバー：家事援助 

・買物宅配（西友、コンビニ等） 

・弁当宅配 

・リフォーム 

・介護タクシー・・・など 
・健康づくり推進委員 

【別記２】 

◆参照資料 【別冊】 

・医療マップ 

・介護・サロンマップ 

・地域資源分析パンフ 

民生・児童委員 



 

「支え合うきよせ委員会」とは 
 

● 正式名称  清瀬市生活支援・介護予防サービス提供主体等協議体（平成２７年１１月に設置） 

● 愛  称  「支え合うきよせ委員会」（公募で平成２８年８月に決定） 

● 目  的 ・生活支援・介護予防サービスを担う事業体と連携を図り地域の支え合い体制づくり 

● 目  的 ・事業主体間における情報共有、事業改善等の協議を活発に展開させる 

● 目  的 ・地域福祉の向上を推進 

● 役  割 （１）地域資源及び地域支援ニーズの把握 

● 所掌事項 （２）事業主体間の情報共有及び連携強化 

● 所掌事項 （３）生活支援コーディネーターの推薦 

● 所掌事項 （４）地域の支え合い体制づくり 

● 部  会 ・地域資源・ニーズ把握部会 ➡ Ａ部会 

● 部  会 ・支え合いバックアップ部会 ➡ Ｂ部会 

● 委  員 １４名 

役職等 氏 名 所属団体等 備 考 欄 

委員長 阿久津 州美男 六小地区自治会連合会 Ａ部会 

副委員長 星野 孝彦 清瀬市社会福祉協議会 Ｂ部会 

◇ 地域資源・ニーズ把握部会（Ａ部会） 

部会長 内田 豊 情報労連東京福祉センター  

副部会長 田中 三和子 サロン関係者  

委員 名古屋 英幸 きよせ社協地域包括支援センター  

委員 金川 利江 きよせ信愛地域包括支援センター  

委員 小野 秀 清瀬市老人クラブ連合会  

委員 福島 康人 清瀬市シルバー人材センター  

委員 田島 通夫 清瀬市健康づくり推進委員  

◇ 支え合いバックアップ部会（Ｂ部会） 

部会長 栁原 義介 清瀬市民生・児童委員協議会  

副部会長 内野 光裕 清瀬商工会  

委員 羽田 ゆかり きよせ清雅地域包括支援センター  

委員 村田 秀子 清悠会  

委員 近藤 礼子 サロン関係者  
 

● 生活支援コーディネーター 
所 属 氏 名 備 考 欄 

社会福祉協議会 鍵和田 卓也 第１層 
 

● 清瀬市 
役 職 等 氏 名 備 考 欄 

健康福祉部長 八巻 浩孝  

高齢福祉担当部長 小山 利臣  

市民生活部産業振興課長 木村 広昇  

健康推進課長 田村 昌子  

高齢支援課長 細山 克昭  

地域ケア推進課長 関口 美智子 事務局 

地域ケア推進課福祉総務係長 田中 秀明 事務局 

地域ケア推進課 上垣 真人 事務局 

清瀬市地域包括支援センター 吉村 晶子 Ａ部会 

清瀬市地域包括支援センター 森田 憲英 Ｂ部会 

- ５ - 

【別記３】 



 

 

「生活支援コーディネーター」とは 
 

● 正式名称 清瀬市生活支援コーディネーター（地域支え合い推進委員ともいう） 
 

● 設置目的 ・地域の支え合い体制づくりの推進 

・生活支援・介護予防サービス事業主体の情報を集約又は提供 

・事業主体間の連携した活動及び運営に結び付け福祉の向上を図る 
 

● 主な役割 （１）地域資源及び地域支援ニーズの把握 

（２）地域に不足する生活支援サービス等の創出  

（３）生活支援サービス等の担い手の養成  

（４）生活支援サービス等の担い手が活動する場の確保 

（５）事業主体間の情報共有及び連携強化等 

（６）地域支援ニーズと事業主体の活動のマッチング 

（７）その他、地域の支え合い体制づくり等に必要なこと 
 

 

 

● 配    置 

 

   
コーディネーター 人数 所 属 配置時期 協議体 

第 1層 1 名 社会福祉協議会 Ｈ２７年１１月 有 

第２層（予定） 3 名 各地域包括支援センター Ｈ２９年１０月 検討中 

- ６- 

阿久津委員長 鍵和田コーディネーター 柳原 B部会長 内田 A部会長 

【別記４】 

https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.city.wakayama.wakayama.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/006/025/menu_1/gyousei/kourei/oshiete_chiikikatsudo/01.jpg&imgrefurl=http://www.city.wakayama.wakayama.jp/kurashi/kourei_kaigo/1007728/1007729/1006025.html&docid=zJrGRFbK1UmIXM&tbnid=gTiROEdKw7mV8M:&vet=10ahUKEwj636fNyezVAhXIopQKHanTA_QQMwgwKAswCw..i&w=412&h=226&hl=ja&bih=518&biw=1097&q=%E6%94%AF%E3%81%88%E5%90%88%E3%81%86 %E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88&ved=0ahUKEwj636fNyezVAhXIopQKHanTA_QQMwgwKAswCw&iact=mrc&uact=8


 

支え合うきよせ委員会 
（清瀬市生活支援・介護予防サービス提供主体等協議体） 

 

連絡/問い合せ先 

 

生活支援コーディネーター 【担当：鍵和田】 

☎ 042-495-5333    shakyoki116@siren.ocn.ne.jp 
 

清瀬市地域包括ケア推進課 【担当：上垣】 

☎ 042-497-2056 
 


